
令和６年度 県児童相談所（こども家庭センター）の児童虐待相談の状況

令和６年度に県児童相談所が受け付けた児童虐待相談の状況を次のとおり取り

まとめましたので、発表します。

令和６年度の主な状況は、以下のとおりです。

１ 相談受付件数の状況

令和６年度の児童虐待相談受付件数は、5,755件となっており、過去最大であっ

た５年度の5,846件から91件[1.6%]減少しているものの、依然として高い水準とな

っている。

神戸市・明石市も含めた兵庫県全体の児童相談所における令和６年度の虐待相談

受付件数は9,585件と、５年度の9,429件から156件［1.7％］増加し、過去最大とな

った。

〇警察からの相談件数が約６割

相談経路としては、令和５年度に引き続き、警察からの相談が最も多く、3,710件

［64.5%］を占めた。この背景には、子どもの目の前で配偶者等に対して暴力や暴言

を行う「面前ＤＶ」が児童虐待（心理的虐待）と広く認識されるようになったことが

大きい。保護者間のトラブルにより警察が出動した際、子どもの安全確保の観点から、

警察が県児童相談所へ通告するケースが多数を占めていると考えられる。

２ 相談種別の特徴

相談種別では、心理的虐待が最も多く、3,543件[61.5%]を占めた。令和５年度（3,693

件）に比べると150件減少しているが、依然として高い水準である。この背景には、

子どもの目の前でのＤＶ（面前ＤＶ）が、児童虐待（心理的虐待）として広く認識さ

れるようになったことがある。

一方で、保護者による保護の怠慢・拒否（ネグレクト）は978件と、令和５年度の

854件から124件[14.5%]増加した。

性的虐待も62件と、令和５年度の47件から15件[31.9%]増加している。これらのこ

とから、発見・介入が困難であり、より専門性を求められるケースが増えていること

うかがえる。
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